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存

在

す

る

。

!

y
一
般
に
支
那
の
民
族
資
本
企
業
に
於
い
て
古
う
で
あ
石
や
ろ
/

、
に
も
そ
の
エ
業
企
業
に
於
い
で
も
‘
株
式
曾
祉
の
後
遺
程
度
は
今

日
た
ほ
た
し
か
に
著
し
4
低
い
。
然
し
た
が
ら
1

後
?
れ
で
ゐ
墨

に
し
て
も
、
こ
の
闘
の
工
業
化
も
掛
町
民
の
方
向
を
辿
り
、
ま
た

そ
己
に
は
ヲ

Eρ
園
mu
一
新
し
い
企
業
形
態
占
し
て
の
株
式
合
一
般

¥

企

業

も

既

に

幾

何

か

存

在

し

町

、

或

る

民

程

度

比

は

護

法

を

示

し

て
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株
式
合
祉
は
代
表
的
左
近
代
的
企
業
形
態
で
あ
る
。
ゐ
る
。
乏
し
て
そ
申
量
貯
左
佐
世
仙
、
単
純

ιは
無
一
腕
、
七
得
去
、
討

於
け
る
宅
の
褒
遣
は
、
そ
の
閣
の
資
本
主
義
的
殻
展
と
密
接
友
一
い
で
あ
ん
り
う
。
己
む
揚
合
、
一
般
に
支
那
の
株
式
合
祉
制
度
に
~
、
一

開
係
を
有
っ
て
居
h
p
、
殊
に
近
代
工
業
白
費
建
は
、
株
式
合
枇
L
r

於
け
る
問
題
白
中
心
は
、
畢
に
か
L
る
企
業
形
態
U
量
的
た
費

制
度
の
異
常
左
殻
謹
古
賀
包
す
と
共
に
九
そ
と
に
於
い
V

て
は
ま
-
展
白
如
何
に
あ
る
白
で
は
た
ぐ
、
そ
れ
が
有
企
賞
質
的
な
判
容
d

た
、
伊
株
式
含
民
が
重
要
た
役
割
吃
演
じ
て
ゐ
る
。
一
の
如
何
に
あ
る
己
主
は
ハ
勿
論
注
意
さ
れ
倶
ぽ
一
放
ち
た
刷
。
喜
坤

支
一
却
に
於
け
る
株
式
合
祉
拠
度
は
、
と
の
国
自
社
合
・
経
済
自
一
忙
於
い
て
は
、
形
式
的
に
は
株
式
曾
枇
の
形
態
が
採
ら
札
て
ゐ
「

特
質
を
反
映
し
、
そ
C
残
留
ゆ
自
ら
多
く
の
制
約
を
受
け
て
ゐ
)
る
揚
合
で
も
、
そ
己
九
に
は
前
資
本
主
義
的
諸
関
係
、
後
進
牲
が

る
i

支
那
に
於
い
で
は
、
株
式
舎
肱
は
褒
濯

L
で
一
ゐ
悲
い
、
或
一
-
た
ほ
強
〈
存
在
ー
し
、
そ
れ
故
、
内
容
的
に
は
、
株
式
合
舵
一
本
来
れ

ひ
は
護
遣
し
在
い
、
と
言
ふ
己
と
は
、
既
に
屡
々
指
摘
さ
れ
て
の
性
質
を
其
へ
て
ゐ
友
い
も
の
が
む
じ
る
極
め
て
多
い
。
そ

L

ゐ
る
と

ζ
6
で
あ
り
可
と
の
r
E
と
は
、
人
々
の
常
識
的
社
概
念
て
E
れ
ら
の
離
の
吟
味
己
そ
問
題
で
あ
る
。
工
業
盗
業
の
揚
合

支
那
工
業
に
焼
け
る
棋
式
脅
極
企
業
白
位
地

宣車

安Eト

、

{金支
業那
の工
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け
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株
式
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に
於
て
も
問
題
性
ほ
己
れ
と
具
ら
た
い
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
ら

。
園
行

守
、
モ
ヒ
民
株
式
合
祉
と
し
て
の
形
態
が
採
ら
れ
つ

L
あ
る
己
勢
働
者
数
は
約
五

O
寓
人
等
々
と
示
さ
れ
て
ゐ
る
ー
と
の
調
査
胡
民
間
聞

と
自
障
は
、
ま
た
注
意
さ
れ
て
J
い
で
あ
ら
う
。
た
ピ
己
主
で
は
時
期
に
つ
い
て
は
、
か
の
一
九
二
九
年
に
端
を
宝
9
る
世
界
一
世
昨
釦
興

ー

'

陣

圃

申

同

か
h
v
昌
株
式
合
祉
企
業
の
賞
質
的
危
内
客
に
つ
い
て
は
暫
く
措
慌
に
支
那
が
後
れ
て
浸
入
し
た
そ
の
恐
慌
期
に
営
る
f
と
を

P

一
民
醐
J

昔
、
意
閲
す
る
と
と
ろ
は
皐
に
そ
れ
が
有
つ
島
宏
訟
を
見
熔
注
意
せ
ね
ば
な
ら
君
。
之
官
事
の
如
き
揚
宮
見
噛
附

る

E
忙
あ
る
が
、

E
D
と

と

は

ま

た

、

宮

聖

書

記

jvれ
る
調
査
の
霊
性
(
珠
に
過
少
な
報
告
回
棋
と
も
問
題

E
為糊一

内
件
の
吟
味
白
前
提
、
と
し
て
も
一
臆
意
味
を
有
つ
で
あ
ら
う
(
ち
う
。
そ
れ
に
し
て
も
己
れ
ら
の
規
模
は
.
先
進
工
業
固
か
ら
見
輔
出

然
し
と
の
や
う
左
量
的
友
問
題
降
し
で
も
、
工
業
に
於
い

τ

あ
る
と
き
比
較
す
べ
〈
も
た
い
が
、
然
じ
そ
己
に
た
ほ
一
定
の
ハ
帯
構
恥
。

工
極
嫌
償
、

f

株
式
皇
企
業
が
問
題
と
た
る
近
代
美
H
エ
揚
制
工
業
員
意
義
を
認
め
守
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
そ
と
に
於
け
呂
株
式
合
計
立

が
、
支
那
広
於
い
で
は

3
2普
段
階
に
あ
る
己
と
か
ら
祉
企
業
白
位
地
如
何
と
一
一
邑
ム
と
と
も
、
亦
一
箇
の
問
題
と
言
ヲ
匙
肱
川

言
へ
ば
、
或
ひ
は
で
る
両
空

3
3多
〈

2
2有
て

zhf義
し

E
れ
お
の
結
に
闘
し
て
利
用
し
う
る
資
料
開
酬
異

源
華
趣
凶
へ

互
い
主
恩
は
れ
る
か
も
知
れ
た
い
。
け
れ

E
E、
低
い
段
階
下
之
し
く
、
白
島
問
題
本
コ
る
と
と
み
も
甚
だ
少
い
が
、
器
摘
酬

に
あ
る
と
は
言
ヴ
セ
れ
は
既
に
一
一
胞
の
規
模
を
有
う
て
居
り
、

b

以
下
、
支
那
の
近
代
的
民
族
工
業
に
於
け
る
株
式
含
祉
の
量
的
主
抽
出
海
恥
叱

、

、

、

、

、

、

、

番

上

空

報

支
那
白
官
腐
調
査
作
成
る
、
一
九
一
一
言
一
一
一
一
周
年
白
金
支
一
骨
骨
な
位
地
を
、
一
態
そ
の
形
式
的
な
形
態
を
基
礎
と
し
で
、
概
括
軒
近

Z
H
F

草
最
r!F
査

主
り
調
査
司
世
し
遺
書
4
1甘
粛
、
新
圏
、
雲
南
門
賞
州
、
寧
夏
、
的
に
絞
越
し

t
う
と
宝
。

:

:

J

醐
れ
司

z
r話

盟
主
合
言
ず
)
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よ
れ
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い
ヱ
揚
法
適
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揚
l

(

註

}

葉

支

音

寺

島

華

麗

式

的

寄

付

根

毛

狭

小

酬

許

制

喝
な
範
囲
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
日
支
畢
艶
に
よ
る
遊
費
白
都
市
議
中
、
嘗
)
3鞍

Y

L

使
用
叫
労
働
者
三
十
人
以
と
に
し
て
動
力
を
用
ひ
る
ヱ
揚
丁
の
数
升
商
樟
式
白
王
宮
崎

Z
契
機

-
K
L
で
、
涯
を
華
麗
融
式
白
取
引
書
室
R
1
H一
i
f

は
合
計
二
、
四
三
五
、
モ
の
饗
本
金
は
約
四

O
七
百
商
圏
、
製
計
支
那
人
白
闘
で
種
々
問
題
医
さ
れ
て
ゐ
や
現
に
事
国
国
後
華
商
掠
式

t
d
f
川一

J

豆、、人上
、
(
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支
那
工
業
に
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け
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株
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曾
世
企
業
白
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d 

第
主
十
回
毎

回
問
販
賓
償
額
は
一
、
一

七
O
六

第
六
揖

一
四
百
寓
闇
(
位
し
と
恥
は
ノ
一
九
三
ニ
年
}
、
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白
車
引
は
畠
間
分
磐
大
じ
て
ゐ
る
を
も
言
は
品
、
上
海
で
は
一
九
四
O
年

十
二
月
成
立
し
た
中
園
股
悪
推
調
官
宝
梅
白
有
力
信
託
曾
社
、
銀
行

専
で
岨
織
)
白
下
に
毎
日
一
定
町
一
場
所
で
翠
商
株
式
白
取
引
が
行
は
れ

て
ゐ

h
。
己
空
時
四
展
世
田
如
何
は
な
ほ
時
暗
主
要
す
る
で
あ
ら
う
が
、

と
田
中
ろ
な
同
題
と
欄
嚇
し
で
も
、
、
支
那
に
於
け
る
株
式
青
山
耽
白
位
地

を
明
か
に
し
て
担
〈
と
と
は
ι
無
用
で
な
い
だ
台
ぅ
。

/ 

企
業
形
態
に
於
け
る
個
人
企
業
と
共
同
企
業
の
う
ち
、
い
ま

の
揚
合
問
題
の
針
象
と
在
る
白
は
後
者
で
あ
る
。
己
の
共
同
企

業
陪
於
い
て
は
、
一
般
~
民
合
祉
組
織
、
特
に
株
式
組
織
白
形
態

が
主
要
左
部
分
を
託
し
で
ゐ
呂
が
、
支
那
に
於
い
て
は
、
そ
己
に

合
彩
(
合
肱
或
ひ
は
合
棄
と
も
官
砂
、
ま
た
E
O
外
種
々
自
名
稽
が
用
ひ

ら
れ
て
・
由
主
た
る
特
殊
な
形
態
が
重
要
な
位
地
を
有
っ
て
ゐ

る
。
そ
れ
は
・
法
人
格
宜
有
た
な
い
一
-
穏
の
組
合
に
し
て
賃
質

的
に
は
一
般
白
合
名
倉
祉
と
大
同
小
異
と
き
的
γ

或
ひ
は
合
資

曾
祉
に
類
似
す
る
も
の
も
存
在
す
る
と
言
ぼ
れ
ら
出
品
モ
白
規
模

は
一
般
に
小
さ
く
、
邸
ち
少
数
者
白
企
業
形
態
で
あ
る
が
、
文

那
白
特
殊
性
に
基
〈
支
部
督
官
用
の
企
業
形
態
と
し
て
特
殊
た
議

建
を
友
し
、
今
日
友
昭
一
般
的
友
金
業
形
態
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

支
那
工
業
に
齢
け
る
品
開
式
舎
世
企
業
白
性
地

ド

舎
枇
(
公
司
}
組
織
の
も
り
は
・

司
ち
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

ゐ
る
‘

第
五
十
四
轡

七
O
七

第
六
齢

=語
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支
那
一
工
業
に
於
け
る
掠
式
台
証
企
業
白
位
地

、

第
-
表
企
業
形
態
別
工
場
敷
(
一
九
豆
三
l
l
四
年
調
査

γ

i

「
個
一
人
一
章
一

r同
凶
ト
岡
山
i
F

一
i

J

一

i
一
糧
管
一
程
瞥
一
株
式
主
主
建
ノ
つ
j

院
医
院
信
匡
医
匹
一
院
は

(
備
事
)
奮
闘
民
政
府
軍
事
事
員
合
費
情
呑
貝
官
、
申
岡
工
業
開

査
報
骨
、
中
掛
、
民
圏
三
六
年
忙
よ

ze
弔
辞
中
に
は
、
原
文

に
揖
け
昼
も
白
h

外
、
ー
原
文
民
持
続
な
久
平
明
の
も
の
及
び
其

他
特
殊
な
る
も
白
玉
を
合
む
。

殊
恋
愛
達
を
窺
は
し
め
る
。
然

L
そ
れ
は
、
屡
々
考
へ
ら
れ
で

ゐ
る
や
う
に
モ
れ
ほ

ε厩
倒
的
に
多
〈
は
た
い
。
と
れ
は
、
己
申

調
査
の
針
象
が
使
用
勢
働
者
三
十
九
以

K
忙
し
て
動
力
使
用
の

工
場
で
あ
る
た
め
で
も
あ
る
が
、
少
〈
と
も
こ
の
や
ろ
在
工
揚

に
於
け
る
合
同
措
経
替
の
位
地
が

E
L
K
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
他
方

曾
祉
経
T

品
百
に
あ
mJ
て
は
、
株
式
合
粧
が
そ
の
殆
ん
と
え
軍
部
を
上
向

め
、
共
他
の
も
O
ほ
言
ふ
に
ル
り
ゑ
い
ほ

E
で
あ
る
が
、
そ
白

株
式
合
献
に
つ
い
で
言
へ
ば
、
費
達
し
て
ゐ
た
い
と
言
ほ
れ
た

が
ち
も
を
ほ
一
一
五
%
に
達
七
て
ゐ
る
の
で
あ
る
?
モ
れ
ほ
、
個

人
経
替
の
ニ
=
一
%
忙
勤

ι僅
か
で
は
あ
る
が
多
い
U

注
意
さ
れ

第
五
十
四
谷

て
然
る
吋
き
で
あ
ら
号
。
も
凡
N
h
E
の
調
査
は
、
前
記
の
如
〈
工

場
数
忙
よ
っ
て
ゐ
る
た
め
、

E
L
K
-市
さ
れ
も
凡
割
合
性
企
業
教

の
そ
れ
と
は
必
や
し
恵
一
致
し
司
泣
い
a

然
し
安
一
郎
の
工
業
忙
於

い
て
は
、
株
式
曾
枇
企
業
陀
於
い
て
も
大
規
模
の
も
の
は
少

。

〈
、
従
っ

τこ
れ
ら
の
企
業
に
あ
っ
て
も
一
企
業
が
ニ
ヱ
揚
以
崎温

上
を
有
す
呂
場
合
は
さ
ろ
多
可
栓
い
か
必
、
、
・
宥
の
割
合
は
、
企
払

業
教
の
割
合
に
段
立
近
い
も
の
を
反
映
L
て

ゐ

る

島

見

て

も

犬

的
j
e
3
 

@
2
 

過

た

い

で

る

ら

う

。

ノ

マ

等

一

醐

ヱ
揚
敢
に
於
い
て
株
式
舎
枇
経
替
C
割
合
が
右
の
如
き
位
地
頃
払

i

l

，s
f
y
 

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
企
業
規
模
白
大
き
さ
白
闘
係
か
ら
言
。
糊
担
制
一
〔

τ、
例
へ
基
本
額
、
生
産
量
か
え
た
そ
の
賓
質
的

E
輔
貯
蝉
ょ

白一一四

重
は
蛍
然
更
に
失
で
ぢ
る
。
た
w
弘
前
記
の
調
査
で
は
己
の
駒
に
失
巧
持
島

陪

z徳
計

関
す
る
資
料
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
危
い
の
で
、
己
L
で
は
更
に
別
な
払
廉
続

灯

、

、

、

は

り

、

部

の
資
料
た
る
質
業
部
の
調
査
を
援
用
し
、
便
宜
上
、
生
蓄
額
E

て
年
股
拍
車

4
t
い
判
告
寅

於
け
る
株
式
合
粧
白
位
地
を
一
訴
す
。
、
次
表
一
が
そ
れ
で
あ
る
o

一

協

同

附

¥
己
の
調
査
に
依
れ
ば
ヲ
調
査
工
揚
一
、
ノ
一
七
七
工
揚
、
、
そ
の
噛
京
一
誠
一

ζ
品
世
酬
苗
圃

-
生
産
額
合
計
=
一
五
一
、

O
四
五
千
回
の
う
ち
、
株
式
舎
祉
は
六
一

}

3

 

四
%
強
と
言
ふ
比
重
を
占
め
ぜ
合
移
は
そ
れ
よ
h
k
喧
曜
か
に
下
一
つ
、
3

4

七
C
凡

四

第
六
競



宙
開
二
表
企
業
形
麗
別
工
業
生
産
額
〈
民
園
骨
三
年
〉

一
因
一
段
一
時
伸
一
同
加
持
止
告

一1
1
J

報
管
一
組
替
一
株
式
一
合
唱
一
合
互
耕
一
一
寸
言

百
聞
査
工
場
敷
一
亘
量
生
国
一
=
一
吾
一
一
二
一

E

一」、一七

互
産
額
ニ
お
F

一A
-
・
=
一
夫
・
口
一
見
・
一
三
一
回
・

7

一
安
一
口
主
=
・
二
重
了
口

百
同
比
串
〈
出
)
一
-
一
・
主
一
一
口
・
E

一
国
・
=
奇
-
Z
A
-
-

ロ・ニ一口・一舌ロ・ロ

(
傭
考
}
醤
園
民
政
府
貸
業
部
統
計
温
、
寅
業
部
月
刊
、
民
岡
廿

、
五
年
主
月
叶
三
二
六
買
。
本
調
査
は
寺
工
場
止
p
の
報
告
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
報
骨
せ
る
工
場
は
金
工
場
に
亙
っ
て
ゐ
な

い
ρ

一
路
第
一
葺
白
工
場
数
と
封
比
す
れ
ば
、
本
商
査
に
於
け

&
調
査
工
場
敷
は
そ
の
約
四
八
耳
に
留
る
。

て
一
四
%
、
突
い
で
個
人
粧
替
由
一

ovmと
い
ふ
順
序
で
あ
る
。

己
の
調
賓
白
山
富
家
に
つ
い
て
は
、
車
に
『
ヱ
廠
」
と
記
さ
れ
て
ゐ

る
だ
貯
で
、
そ
白
犬
き
さ
、
様
式
等
が
明
示
さ
れ
て
ゐ
友
い
の
で

あ
る
が
、
一
腹
、
そ

E
K於
け
る
各
企
業
形
態
の
調
賓
工
揚
敢

を
、
前
掲
白
工
業
調
査
に
於
け
る
調
奈
工
揚
数
百
第
一
表
参
照
)
ム
」

針
比
し
て
見
る
と
昔
、
株
式
曾
枇
経
替
に
於
け
る
調
査
工
場
の

範
園
は
他
の
形
態
の
も
の
よ
り
可
左
り
少
左
い
(
前
掲
の
工
業
調

査
に
掛
け
る
六
一
二
工
場
に
劃
L
、
本
調
査
で
は
二
五
=
主
場
に
過
ぎ
な

い
山
，
そ
れ
故
、
株
式
曾
祉
経
替
に
よ
る
調
査
工
揚
数
乃
従
乃
て

支
那
工
業
に
於
け
る
株
式
曾
託
企
業
の
位
地

，、

ま
た
そ
白
生
産
額
の
調
査
範
囲
が
更
に
犬
怒
ら
じ
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、
ー
右
の
生
産
額
に
於
い
て
株
式
舎
祉
の
占
め
る
割
合
は
一

1

居
高
ま
る
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
で
も
支
那
O
近
代
的
、
工
業
生
~

産
の
上
に
於
け
る
株
式
合
枇
白
地
位
は
、
決
し
て
き
う
〕
小
さ
い

も
の
で
が
い
占
言
ひ
得
ょ
う
。
そ
己
に
は
「
未
費
建
』
の
ラ
ち
に

も
一
一
胞
白
設
建
が
あ
る
。
そ
れ
故
ま
た
、
そ
れ
は
一
筒
白
問
題

の
射
象
売
る
を
失
は
左
い
。
更
に
と
L
に
、
そ
の
資
質
的
怠
内

容
に
謝
す
る
吟
味
白
意
義
も
輿
へ
ち
れ
て
ゐ
る
と
言
へ
ょ
う
。

一
般
的
悲
観
察
か
ら
言
へ
ば
、
タ
支
那
O
株
式
舎
枇
企
業
は
一

際
右
の
や
う
在
位
地
を
有
っ
て
ゐ
る
が
、
然
し
、
支
那
近
代
工

r

業
町
時
形
的
hz稜
建
は
営
然
モ

E
に
も
反
映
し
、
そ
の
業
績
別

或
び
一
は
地
域
別
の
分
布
・
時
国
連
は
著
し
〈
不
均
等
で
あ
る
。
先

づ
吠
陀
示
す
白
は
、
目
前
記
白
金
支
民
族
工
業
調
査
忙
於
貯
弘
、

株
式
舎
枇
経
替

K
よ
る
六
一
ニ
ヱ
揚
の
業
種
別
分
布
で
あ
る
。

露
三
表
樟
式
曾
世
輝
昏
に
よ
る
業
種
別
工
場
数

業

別

工

場

数

一

業

別

一
、
木
材
加
工
業
予
三
一
=
一
、
金
閣
工
業

一
司
、
機
械
及
盈
周

二

、

家

具

製

誼

業

四

↑

R

製

品

工

業

第
五
十
四
巻

七
O
丸

第
六
、続

. 

ー」必詮主主戸、

工
場
数一一

回

O

1 、1 、

一一十二一一--，~，..ι-~ ~ 

豆王



支
那
工
業
に
於
げ
る
櫓
式
曾
桂
企
業
白
位
地

玉
、
交
通
用
具
製
遣
業
七
一
一
、
服
飾
品
工
業
一
八

六
、
窯
業
=
一
六
一
二
、
皮
革
及
謹
諜
工
業
一
丸
1

七
、
建
築
材
料
製
誼
業
一
一
ご
-
一
、
食
料
品
工
業
一
二
八

八
、
、
電
力
及
水
道
業
丸
一
回
、
製
紙
及
印
刷
業
七
六

丸
、
化
島
工
業
、
八
五
一
宜
、
一
耕
一
課
山
明
白
耕
一

O

-o、
紡

織

工

業

」

六

六

一

両

、

其

他

工

業

七

(
傭
帯
)
前
掲
、
中
岡
工
業
調
査
報
告
、
申
加
、
に
よ
る
。

、、

株
式
舎
枇
経
替
の
比
較
的
多
〈
見
ら
れ
る
の
は
、
紡
織
工
業

(
全
世
比
謝
す
る
岨
串
二
七
ニ
呂
、
食
料
品
工
業
企

5
・九回)、

化
畢
工
業

2
2
7
九
ど
、
製
紙
及
印
刷
業
二
ニ
・
凹
ど
、
機
械
及

金
属
品
工
業
尖
・
五
答
等
で
、
と
れ
ら
の
五
者
で
綿
工
揚
数
白

約
八

O
V月
徐
に
遣
す
る
。
共
他
の
ヱ
業
に
於
い
て
は
、
株
式
合

祉
企
業
も
概
ね
未
だ
僅
か
泣
範
囲
に
止
っ
て
ゐ
る
。
己
れ
ら
白

事
貨
は
、
支
那
注
代
ヱ
業
比
於
け
る
費
塗
D
特
殊
左
様
相
に
胤

隠
す
る
も
り
に
外
在
ら
左
い
。

更
に
屡
々
…
指
摘
さ
れ
る
支
那
工
業
の
地
域
的
偏
在
性
は
、
株

式
舎
枇
に
於

h
て
も
下
表
の
や
う
に
配
は
れ
て
ゐ

ι噛
v

一
般
に
そ
れ
は
中
支
陀
最
も
脇
町
達
し
、
北
支
に
於
い
て
は
そ

れ
上
り
遥
か
に
劣
担
、
南
支
に
至
う
で
は
更
に
少
い
。
を
た
治

'. 
第
五
十
四
巻

e

第
四
表
株
式
曾
杜
細
管
に
よ
る
工
場
由
省
別
分
布

〈
六
一
ニ
工
場
白
内
謬
)

省

別

工

場

設

一

省

別

工

場

数

一

省

別

工

場

数

何

北

国

一

一

阿

南

一

一

一

一
4

一

糊

葡

五

山
東
一
戸
一
三
一
江
蘇
~
四
O
一

一

江

西

田

(
青
島
〉
(
一
一
一
)
一
(
上
溝
〉
〔
一
コ
=
一
三
)
一
四
川
一
丸

、

艇

遺

コ

一

」

漸

江

ご

九

一

踊

建

・

九

山

西

丸

一

安

徽

六

一

~

蹴

東

一

凡

引

開

西

一

一

湖

北

P

二
O

一

揖

酉

イ

一

m
備
考
)
前
掲
、
中
闘
工
業
問
査
報
告
、
中
冊
、
よ
り
集
計
。
北

支
四
代
表
的
摩
業
都
市
た
る
天
揮
に
古
い

τ
は
抽
出
さ
れ
て
ゐ

な
い
白
で
不
詳
。

n

岸
諸
省
露
都
市
)
へ
の
集
中
は
強
〈
、
殊
に
江
蘇
省
は
一
省
で

金
支
の
合
計
六
一
二
工
揚
の
う
ち
問
。
一
工
揚
(
六
五
・
五
一
ぎ
を

有
し
、
更
に
上
縦
だ
け
で
=
三
三
ヱ
揚
(
五
回
二
コ
p
v
、
副
ち
金

膿
白
半
ば
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
旬
北
支
と
中
文
ぶ
」
由
比
較
に
ぬ

い
て
見
通
と
昔
、
一
般
に
北
支
で
は
株
式
曾
祉
企
業
に
謝
す
る

認
識
・
評
慣
白
程
度
低
〈
、

E
の
鞘
に
闘
し
中
支
と
は
相
営
大

宮
左
差
異
が
存
在
す
る
干
う
で
あ
る
が
、
と
白
と
と
は
ま
だ
)

右
D
ゃ
う
左
事
寅
ぺ
の
反
映
を
も
言
円
る
だ
ら
う
。

己

zm式
曾
枇
に
止
る
工
場
白
省
別
分
布
陪
閥

ιて
は
、
そ
…

七
一

o

第
六
韓

六

(
院
)

11 
、I

-
A

1

j

 



白
貨
質
的

t
位
地
を
示
す
も
白
と
L
て
、
先
き
に
見
た
生
産
観
的
省
別

内
曹
が
あ
咽
針
。
師
し
省
別
忙
見
た
生
産
額
忙
央
省
に
よ
P
闘
査
が
比
/

輯
的
完
全
な
も
の
・
と
甚
宮
不
完
全
な
も
D
K
が
あ
る
で
つ
に
見
巳
料
る

の
で
、
そ
U
省
別
白
比
較
を
申
込
茸
確
に
マ
も
行
ふ
一
と
と
は
困
離
で
あ

明
、
従
っ
て

T

こ
田
貼
に
聞
ず
る
比
較
同
省
略
す
る
ρ

四

右
目
地
域
的
分
布
が
示
す
題
担
、
上
海
に
は
、
株
式
合
祉
経

替
に
よ
る
工
揚
数
の
宇
ば
以
上
が
集
中
し
て
居
り
、
帥
ち
企
業

形
態
の
よ
か
ら
見
て
も
、
己
与
は
最
も
重
要
注
地
域
を
悲
し
て

ゐ
る
。
然
し
勿
論
上
梅
に
於
い
で
も
、
多
〈
の
支
那
諸
問
燕
の
企

業
形
態
が
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
と
で
株

式
組
織
白
主
業
企
業
ほ
ど
の
や
う
な
位

J

地
を
占
め
て
ゐ
る
か
。

前
掲
の
ヱ
揚
法
遁
用
工
揚
を
封
品
購
十
と
す
る
調
査
で
は
{
一
九
豆
一
日
一

年
塑
宜
)
、
上
梅
に
於
け
る
と
り
種
の
ヱ
揚
敢
は
合
計
一
、
一
八

六
工
揚
比
し
て
、
そ
の
企
業
形
態
別
は
、
合
勝
経
瞥
四
四
三

{
一
一
エ
r
=
一
ど
、
株
式
舎
祉
経
管
一
『
三
二
台
7
A
・O
号
、
個
人
経

骨
三
七
一
(
ニ
コ
・
九
吾
、
残
僚
は
、
共
他
四
=
一
、
園
替
岡
市
不
詳

丸
一
三
(
コ
王
者
合
計
一
了
八
兇
)
と
言
ふ
割
合
で
あ
る
d

金
支
比
。

い
て
見
た
揚
合
と
ほ
皆
同
様
で
あ
り
、
巴
f
h
で
も
合
同
相
経
替
が

支
那
工
業
に
快
げ
る
揖
式
舎
世
企
業
四
位
地

J 

J 

f 最
陪も
左~多
4 数

を
占
め
で
は
ゐ
る
，;; 

然
し
必
十
しふ
も

量
的
.t/: 

多

一
方
株
式
舎
枇
経
瞥
の
も
の
は
第
二
位
で
二
八
%
判
需
マ

Hr 

に
達
し
て
ゐ
る
?
然

L
E
白
調
査
で
は
、
先
昔

κ指
摘
し
た

u

と

h
v
a

同
ヒ
や
う
に
、
株
式
合
祉
白
寅
質
的
在
比
重
を
示
ア
調
査
そ
明
仙

円

必

快
〈
た
め
、
ー
と
白
鮪
忙
つ
い
て
は
己
主
で
も
別
D
資

料

に

主

ら

ゆ

甑

ね
ば
左
ら
在
い
。
そ
れ
に
は
、
上
海
市
枇
合
局
D
占
海
支
那
入
一
如
削

工
揚
の
調
書
判
が
一
慮
役
立
つ
で
あ
ら

2

y

E

D
調

査

で

叫

ニ

調
査
針
象
は
『
機
製
ヱ
業
』
(
工
場
制
一
工
業
〉
と
合
れ
て
は
ゐ
る

¥

M

h

が

13置
は
工
場
法
趨
用
工
揚
よ
り
更
に
小
規
模
た
も
の
叫
一
酔

に
及
ん
で
居
り
(
但
L
調
査
単
位
白
大
量
j

白
限
界
に
る
い
て
は
い
ま

M

J

明
か
に
し
え
な
い
〉
、
ま
た
各
企
業
形
態
の
比
重
を
示
す
指

F

標

に

〕

措

J

Z
て
も
前
り
も
の
と
必
宇
し
も
等
し
〈
-
泣
い
。
と
も
は
一
程
一
一

廉
利
用
し
う
る
指
標
と
し
て
資
本
額
を
と
り
、
E
れ
を
ヱ
揚
敷

U
白

肱

刊

間

半

島
併
記
し
て
示
せ
ば
次
頁
(
帯
五
表
)
の
通
り
で
あ
る
。
、

2

月
引

部

局

ヨ
リ
小
規
模
白
工
揚
一
に
ま
で
及
ん
で
み
る

E
D
調
査
に
於
い
一
克
明

て
は
、
明
か
に
個
人
経
皆
、
ー
合
彩
経
費
の
す
工
揚
が
極
め
で
多
祢
町
市
4
愉

前
U
司
上

〈
、
株
式
曾
、
枇
経
替
の
主
揚
は
み
↓
樟
白
僅
か
一
五
%
を
占
め
る

I

に
過
ぎ
た
い
。
個
人
粧
替
を
別
陀
す
れ
ば
、
合
融
智
魁
曲
官
民
重
要

一一一c..，;..;;<l忌A>一ιーー-山斗L ム

5) 
孟)

.) 
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第
五
十
四
巻

F七

占

館
大
観

I 
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支
那
工
業
に
於
け
る
株
式
曾
社
企
業
白
積
地

第
亙
車
高

上
海
白
工
業
に
於
け
る
樟
式
骨
耽
白
位
地

山一

言T
一、入金一

一0
0

・

}
Z
E
-

-白

0

・

〔

備
に虫
よ 3
る l

e 上
r 海

"W: 
曾
局
編、
上
梅
之
輔
製
ヱ
業、
同
園
廿

年、

第
五
十
四
巻

七

.: 

第
六
韓

J、

於
い
て
も
、
劉
大
釣
氏
が
、
上
揮
の
民
族
工
業
調
査
D
報
台
に

於
い
て
、
皐
に
エ
揚
教
の
上
が
ら
、
株
式
合
祉
は
未
だ
あ
ま
り

一
般
的
で
た
く
、
犬
多
数
は
個
人
経
潜
一
及
び
合
捗
経
営
で
あ
る

左
言
っ
て
ゐ
る
白
は
司
己
白
限
り
に
於
い
て
は
そ
の
一
通
り
で
あ

る
と
し
て
も
、
そ
己

K
於
け
る
株
式
合
枇
白
評
慎
一
花
射
し
て
は

|
問
題
を
量
的
た
面
に
限
る
正
し
て
も

1
た
ほ
不
充
分
た
る
を

揚売
の更れ

F 業忙1:r.
別上い
者海だ

tt:ら
に於う
つけ
ν、る
で、
は E
プ れ
究ら
哀の
に株
示式
す合
通枇
り紹
てて替
あ に
るよ
。る

I 

要
義

土
海
由
工
業
に
於
け
る
株
式
曾
社
由
業
別
世
地

業

程

)lU 

注
意
義
が
求
め
ら
れ
る
の
も
一
腹
充
分
首
肯
さ
れ
る
。
然
七
と

れ
を
資
本
額
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
株
式
曾
祉
経
笹
に
よ
る
も
の

h
比
重
は
座
倒
的
に
大
昔
〈
.
そ
れ
は
、
資
本
額
合
計
一
五
五
、

丸
一
二
コ
千
一
苅
の
う
ち
六
三
%
に
及
ん
で
ゐ
る
。
工
場
敢
に
於
い

て
最
も
多
数
を
占
め
る
合
彩
比
於
い
て
も
そ
り
資
本
敏
は
一
一
一
一
一
-
一
本
材
加
工
業

JM桂
度
で
あ
担
、
共
他
の
も
の
に
至
つ
て
は
そ
の
比
重
は
極
め
一
一
家
具
製
遣
業

Z
E
o
-
-
E
E毒
事

の

意

味

に

つ

い

て

は

明

二

金

腸

工

業

J

i

-

-

一
一
割
棋
及
金
属
製
造
工
業

記
さ
れ
て
居
冷
ま
し
た
己
の
調
査
に
於
断
層
質
賃
性
D
如
凋

ι
一
-
交
誼
用
具
製
謹
業

問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
品
¥
の
大
胆
の
位
地
は
‘
と
れ
で
ほ
y
f
d
d
J
F
簿

業

知

る

と

と

が

集

長

ら

う

と

恩

品

。

警

王

海

の
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合

に

君

事
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計

化
畢
工
業

紡
織
工
業

服
飾
、
品
工
業

皮
革
及
謹
謀
エ
業

鴻
組
幹
:

串
術
用
器
械
・
時
計
・
鑓
器
等
製
遣
業

其

他
合

五

未
殻
建
の
う
ち
に
も
、
支
那
の
近
代
的
民
焼
工
業
に
於
砂
る

株
式
曾
祉
企
業
は
、
大
檀
以
と
の
や
う
た
位
地
を
示
し
て
ゐ
る
。

勿
論
乙
@
揚
合
‘
皐
に
量
的
な
閥
係
か
ら
支
那
白
株
式
合
枇

企
業
の
窓
義
を
拝
領
す
る
と
と
は
正
賞
で
な
〈
、
己
L

で
も
そ

れ
に
多
〈
の
重
要
性
を
置
か
ん
と
す
る
白
で
は
左
い
ロ
前
掲
の

諸
表
の
う
ち
か
ら
も
見
ら
れ
る
や
う
に
、
株
式
合
祉
と
言
つ
で

も
そ
白
規
模
は
一
般
に
た
ほ
小
さ
く
、
多
〈
は
小
規
模
た
も
の
-

K
過
ぎ
左
い
。

t-
那
の
主
要
た
工
業
曾
枇
由
個
々
白
も
の
に
つ

い
て
見
て
も
、
排
込
資
本
金
数
百
南
国
程
度
目
も
の
さ
へ
敷
へ

支
那
工
業
に
於
け
る
株
式
曾
世
企
業
白
位
地

、

日

~

L

I

l

i

-

-

L

(

l

l

y 

モザ

る
程
で
る
り
、
ほ
の
に
寺
輪
園
以
上
の
も
の
一
に
至
つ
て
は
塞
々

担
当
も
の
せ
あ
私
。
殊
に
問
題
は
、
最
初
に
指
摘
し
た
や
ろ
に

そ
の
寅
質
的
友
内
容
に
あ
り
、
乍
の
賠
に
己
そ
、
支
那
に
於
け
。
/

る
株
式
曾
枇
企
業
の
意
義
如
何
も
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
在
ら
左
側頁

い

。

一

9

8
 

然
し
そ
れ
に

L
て
も
、
支
那
白
近
代
工
業
に
於
け
る
株
式
合
、白

川
J

祉
企
業
日
匹
、
今
日

E
の
や
う
注
役
割
を
有
っ
て
ゐ
る
か
は
一
鷹
町

問
題
で
あ
り
、
己
誌
で
は
、
そ
の
評
慣
に
封
ず
る
一
っ
と
手
だ
、
臨

て
と
し
て
、
そ
の
量
的
在
苦
闘
す
る
概
観
を
舎
と
し
た
一

の

で

あ

る

。
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